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第 2 は、AS-HOPE と呼ぶ別途資金での 3 年間の助成(平成 22-24 年度合計で、31 カ国、合計 230 人、5505 人日の
派遣)との相互補完的な相乗効果で、野外の研究基地が通年で運営されるような体制が整ってきたことである。と
くに、ブラジルのアマゾンでの野外研究の端緒が開かれた。 
第 3 は、国際集会の開催 3 件(4 月京都の野生チンパンジー、11 月ボルネオの野生オランウータン、12 月新祝園
の国際高等研究所の主催による「心の進化的起源」)で、外国人研究者との交流が深まった。そうした国際化をも
とに、外国人の大学院留学生の希望が増え、国際霊長類学・野生動物コースを受験して入学するものが増え、結果
として大学院生および PD における外国人比率が 20％を超えるまでになった。 
以上の成果をもとに、「ワイルドライフ・サイエンス」と呼べる新しい研究領域の展開が展望できるようになっ
た。派遣実績は以下のとおりである。 
派遣者氏名 所属 職名等 派遣先国名 派遣先機関・組織等名 派遣開始日 派遣終了日 派遣
日数
藤澤道子 野生動物研究センタ  ー 特定助教 ギニア ボッソウ環境研究所 H24.10.13 H24.12.19 68
中林雅 野生動物研究センタ  ー 博士課程 1 年 マレーシア サバ大学 H24.6.16 H24.10.7 114
水口大輔 野生動物研究センタ  ー 修士課程 2 年 アメリカ カリフォルニア大学 
サンディエゴ校 H24.7.20 H24.9.26 69
森村成樹 野生動物研究センター 特定助教 ギニア ボッソウ環境研究所 H24.4.10 H24.6.15 67
仲澤伸子 野生動物研究センター 修士課程 1 年 タンザニア タンザニア野生動物研究所 H24.5.30 H24.11.9 164
徳山奈帆子 霊長類研究所 修士課程 2 年 コンゴ民主 生態森林研究センター H24.5.26 H24.11.27 186
松田一希 霊長類研究所 特定助教 ウガンダ ムバララ科学技術大学 H24.9.20 H24.11.19 61
山本真也 霊長類研究所 特定助教 コンゴ民主 生態森林研究センター H24.9.16 H24.11.29 75
坂巻哲也 霊長類研究所 研究員 コンゴ民主 生態森林研究センター H24.5.26 H24.8.20 87
金田大 野生動物研究センタ  ー 研究員 タンザニア タンザニア野生動物研究所 H24.5.21 H24.11.1 165
鈴村崇文 野生動物研究センタ  ー 技術職員 タンザニア タンザニア野生動物研究所 H24.8.17 H24.8.26 10
俣野正 霊長類研究所 事務長 マレーシア サバ大学 H24.11.19 H24.11.27 9
上垣泰浩 霊長類研究所 研究助成掛長 マレーシア サバ大学 H24.11.19 H24.11.27 9
前田典彦 霊長類研究所 技術職員 マレーシア サバ大学 H24.11.19 H24.11.27 9
FBBercovitch 霊長類研究所 特定教授 アメリカ カリフォルニア大学 
サンディエゴ校 H24.11.16 H24.11.29 14
DA Hill 霊長類研究所 客員教授 台湾 国立台湾大学 
生態学與演化生物学研究所 
H24.12.21 H24.12.30 10
松沢哲郎 霊長類研究所 教授 アメリカ ハーバード大学 H25.2.13 H25.2.21 9
松沢哲郎 霊長類研究所 教授 マレーシア マレーシア科学大学 H25.3.3 H25.3.9 7
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松沢 哲郎 霊長類研究所 教授 中国 雲南財経大学 H25.3.23 H25.3.27 5









DA Hill 霊長類研究所 客員教授 台湾 国立台湾大学 
生態学與演化生物学研究所 
H25.2.23 H25.3.5 11
田中 正之 野生動物研究センタ  ー 准教授 ラオス ラオス国立ナショナル大学 H25.3.24 H25.3.30 7
杉浦 秀樹 野生動物研究センタ  ー 准教授 マレーシア サバ大学 H25.3.11 H25.3.18 8
平成 24 年度の合計は以上の、若手研究者 10 件および担当教職員 13 件の計 23 件である。派遣日数は、若手研究




事業名「人間の本性の進化的起源に関する先端研究」、英文は「The advanced studies on the evolutionary origins of 
human nature」、略称は AS-HOPE. 事業期間、平成 22 年 3 月 1 日から平成 25 年 2 月 28 日までの 3 年間。事業実






平成 24 年度の派遣実績は以下のリストのとおりである。 
派遣者等氏名 所属 職位 渡航先の国等 派遣先の研究機関・組織等名 派遣開始日 派遣終了日 
派遣
日数 
Ryu, Heung Jin 霊長類研究所 修士課程 2 年 コンゴ民主 ルオー川学術保護区 H24.5.25 H24.9.27 126 
西岡 佑一郎 霊長類研究所 博士課程 2 年 
インド ボンベイ自然史博物館 H24.5.27 H24.6.3 8 
ミャンマー イラワジ発掘地域 H24.6.4 H24.6.17 14 







H24.6.21 H24.6.30 10 
鈴木 南美 霊長類研究所 博士課程 2 年 スウェーデン
ストックホルム国際会議場、リンショ
ーピン大学 




博士課程 2 年 タイ 
スリン・エレファント・スタディ・センタ
ー 




修士課程 2 年 マレーシア カビリ・セピロク保存林 H24.7.7 H24.11.2 119 
Sojung Han 霊長類研究所 修士課程 2 年 ウガンダ カリンズ森林保護区 H24.7.9 H24.10.3 87 
寺田 佐恵子 霊長類研究所 博士課程 1 年 コンゴ民主 ワンバ村周辺地域 H24.7.28 H24.9.27 62 










博士課程 2 年 タンザニア ウガラ地域ングエ調査地 H24.8.6 H24.10.15 71 
Fred Bercovitch 霊長類研究所 特定教授（G30） ウガンダ カリンズ森林保護区 H24.8.6 H24.8.23 18 
澤田 晶子 霊長類研究所 教務補佐員 スウェーデン ルンド大学 H24.8.10 H24.8.19 10 
吉田 友教 霊長類研究所 特定助教 メキシコ カンクンコンベンションセンター H24.8.11 H24.8.19 9 
Christopher 
Martin 
霊長類研究所 研究員 メキシコ カンクンコンベンションセンター H24.8.11 H24.8.20 10 
Rafaela Sayuri 
Cicalise Takeshita 
霊長類研究所 修士課程 1 年 メキシコ カンクンコンベンションセンター H24.8.11 H24.8.19 9 
Porrawee 
Pomchote 
霊長類研究所 博士課程 1 年 タイ 
チュラロンコーン大学、サイアムシテ
ィホテル 
H24.8.15 H24.9.27 44 
伊左治 美奈 霊長類研究所 教務補佐員 ウガンダ カリンズ森林 H24.8.19 H24.10.15 58 
山本 真也 霊長類研究所 特定助教 ブータン 
ブータン王立大学、ブータン王立自
然保護協会、王立ブータン研究所 
H24.8.24 H24.9.2 10 






修士課程 2 年 マレーシア 
熱帯雨林研究センター、ベラム・テメ
ンゴール自然保護区 
H24.9.5 H24.10.4 30 
山本 英実 教育学部 学部 3 年 マレーシア オランウータン島、ＢＪ島 H24.9.6 H24.9.11 6 








博士課程 2 年 オーストリア ウィーン獣医大学、ウィーン動物園 H24.9.18 H24.9.25 8 
大谷 洋介 霊長類研究所 博士後期過程 2 年 マレーシア 
マレーシアサバ大学、キナバタンガン
下流生物サンクチュアリ 
H24.10.6 H24.12.25 81 
辻 大和 霊長類研究所 助教 インドネシア 
ボゴール農科大学 
パンガンダラン自然保護区 
H24.10.7 H24.12.30 85 




博士課程 3 年 ブラジル 
国立アマゾン研究所・アマゾン川流
域・マミラウア自然保護区 
H24.10.16 H24.11.8 24 




H24.10.18 H25.1.27 47 








H24.10.20 H24.10.30 11 
アルゼンチン バルデス半島一帯 H24.10.31 H24.11.11 12 


















































特定助教 ブラジル 国立アマゾン研究所 H24.10.21 H24.10.30 10 








博士課程 2 年 マレーシア 
カビリ・セピロク自然保護区、サバ州
立大学 
H24.10.22 H25.2.26 128 
原 暢 霊長類研究所 修士課程 2 年 アメリカ モスコーンセンター H24.11.5 H24.11.11 7 
友永 雅己 霊長類研究所 准教授 マレーシア ダナムバレー自然保護区 H24.11.19 H24.11.27 9 
川口 ゆり 文学部 学部 1 年 マレーシア ダナムバレー自然保護区 H24.11.19 H24.11.27 9 
小寺 郁実 総合人間学部 学部 4 年 マレーシア ダナムバレー自然保護区 H24.11.19 H24.11.27 9 
 山本 英実 教育学部 学部 3 年 マレーシア ダナムバレー自然保護区 H24.11.19 H24.11.27 9 
Cintia Garai 霊長類研究所 博士課程 1 年 コンゴ民主 ルオー川学術保護区 H24.11.24 H25.2.26 95 




博士課程 1 年 インド 
インド科学大学生態学センター、ムド
ゥマライ国立公園 
H24.12.5 H25.2.28 86 
早川 卓志 霊長類研究所 博士課程 1 年 ギニア ボッソウ環境研究所 H24.12.16 H25.1.27 43 








マレーシア ダナムバレー森林保護区 H25.1.14 H25.1.21 8 
Andrew MacIntosh 霊長類研究所 特定助教（G30） マレーシア 
マレーシアサバ大学 
マナングル川流域 
H25.1.21 H25.2.5 16 
松井 淳 霊長類研究所 研究員 アメリカ 
デューク大学、チャールストン大学、
ニューヨーク大学 
H25.1.28 H25.2.15 19 
金森 朝子 霊長類研究所 研究員 マレーシア 
ダナムバレー森林保護区、サバ多様
性センター 
H25.2.11 H25.2.17 7 









特任研究員 タンザニア セレンゲティ国立公園他 H24.8.17 H24.8.26 10 
平成 24 年度の合計は以上の 65 件、延べ派遣日数の合計は 1,991 日、経費総額は 29,281,483 円（うち、1 件は一般
管理費による派遣実績で、派遣日数 10 日、487,642 円）であった。 










る。実施期間 3 年間、平成 22-24 年度。平成 24 年度の補助金額は 4 億円。本事業により、比較認知科学実験設備





ついては、平成 23 年度末に京大本部構内病院西地区にシーメンス社（3 テスラ）を導入し、こころの未来研究セ
ンターが運用を開始した。心の先端研究 WISH 事業を実施する中核組織として、京都大学に「心の先端研究ユニ
ット」が発足し、心理学・認知科学を標榜する京大の 11 部局 67 名の教員が参加した（平成 24 年度のユニット長：










この研究交流の目標は、これら 3 国の 6 つの拠点機関との人的交流と共同研究によって共同研究のネットワークを
確立し、Pan 属の生態学的・進化学的な研究の世界的な核を形成することにある。 
平成 24 年度の研究交流成果 
研究協力体制の構築状況 
霊長類研究所で 10 月 26 日～11 月 14 日まで 23 日間にわたって「霊長類個体群の保全に関する研究手法」というワ
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ークショップを開催し、6 つの拠点機関から 6 名と欧米人専門家 2 名を招へいしたほか、他費により 3 つの拠点機
関から 3 名の代表者と欧米人専門家 2 名を招へいし、本研究プロジェクトを推進するための様々なレクチャーを行
うとともに、今後の共同研究の進め方や最終的な目標であるアフリカ霊長類学会の設立に向けた取り組みなどにつ
いての議論を重ねた。 










日本人若手研究者については、3 名が 3 カ国に出張し、アフリカ側研究者および現地調査補助員と協力して遺伝的
多様性と人獣共通感染症のモニタリングのためのサンプル収集を行った。また、霊長類研究所で行ったワークショ





2013 年 1 月に出版した。 
1973 年以来野生ボノボの研究を進めてきたルオー学術保護区に隣接する地域に、African wildlife foundation、Foret 














































































剛史、岡本宗裕、濱田穣、友永雅己。事業実施期間：平成 23 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで（7 年間） 
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究用大型設備（マカク用グループケージ第 3 号）を導入し、霊長類研究所が保有する 13 種 1200 個体のサル類の健
康管理を追及する検査体制を確立した。具体的な研究成果としては、チンパンジーの注意や感情の比較認知科学研





王立ブータン大学長のペマ・ティンレイ氏一行を平成 24 年 9 月に京都に招き、松本紘総長との面談が実現した。
平成 25 年 5 月に大学間交流協定を締結する運びとなった。なお、西澤和子研究員を平成 23 年度に引き続き王立テ
ィンプー病院に派遣している。活動の詳細は以下のホームページで確認されたい。http://www.kyoto-bhutan.org/ 
 (文責：松沢哲郎) 
